



辻郁＊ 1)、鈴木修 2)、水野美知代 2)、大場義貴 3)、小松啓 4) 
1)聖隷クリストファー大学リハビリテーション学部、  
2)特定非営利活動法人くらしえん・しごとえん  
























2. 就労支援をテーマとした講演会の開催  
(1)日 時：2010 年 12 月４日（土） 10：30-12：00 
(2)場 所：聖隷クリストファー大学 3 号館 6 階  
(3)テーマ：障害者の就労支援 ―福祉から就労への移行支援―  
(4)講 師：神奈川県立保健福祉大学社会福祉学部教授 日本職業リハビリテーション学


































2. 就労支援をテーマとした講演会  
(1)講演会参加者  
参加者は合計 102 名であった．参加者の所属機関別の内訳は、福祉・医療等の就労
支援機関に所属している方が 44 名、企業に所属している方が 10 名、医療機関に所属
している方が 11 名、教育機関所属者が 8 名、聖隷クリストファー大学大学院生と 2































③  ギャップを埋めるためにネットワーク・人材育成が必要である  
④  働き方にはいろいろある（一般就労、福祉的就労など）ので、障害者本人の最適を
考える  
⑤  研修は原点に戻り、日頃の業務を整理するために必要な機会である  
3. 就労支援をテーマとしたアンケート結果  
(1)アンケート回答者数  
63 名の方から回答を得た。回答者の内訳は、障害者就業・生活支援センター等就労
支援機関に所属する方が 25 名、医療機関に所属する方が 8 名、企業・事業所の方が 7
名であった。その他に、聖隷クリストファー大学教員及び作業療法学生が回答した。





















































回答項目 人 ％ 人 ％ 人 ％ 人 ％ 人 ％
当事者 21 84.0 6 75.0 3 42.9 15 65.2 45 71.4
家族 17 68.0 4 50.0 5 71.4 15 65.2 41 65.1
社会資源 17 68.0 4 50.0 3 42.9 16 69.6 40 63.5
企業 20 80.0 6 75.0 4 57.1 16 69.6 46 73.0









回答項目 人 ％ 人 ％ 人 ％ 人 ％ 人 ％
当事者 23 92.0 6 75.0 6 85.7 13 56.5 48 76.2
家族 16 64.0 4 50.0 4 57.1 13 56.5 37 58.7
社会資源 16 64.0 4 50.0 2 28.6 12 52.2 34 54.0
企業 19 76.0 4 50.0 3 42.9 14 60.9 40 63.5
福祉・教育 18 72.0 4 50.0 6 85.7 13 56.5 41 65.1
医療機関
（8人） 企業（7人）
その他
（23人） 合計（63人）
表2．就労支援において心がけていること
就労支援機関
（25人）
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方々が、ともに就労支援について考える機会であった。その中で、福祉等就労を支援する
立場にある方と企業の方の「働く」ということの捉え方に相違があるのではないかと考え
られた。しかし、就労支援する方々も企業の方々も、それぞれの事業所で「働く」立場に
あるのだから、自らの「働く」こととその「準備性」を振り返えることが出来たのではな
いだろうか。その結果が、今後の移行支援も含めた就労支援に結び付くものと考えられる。  
アンケート結果から、就労支援機関や医療機関と企業の課題としている事項に相違があ
ることが具体化したと考える。しかし、そのギャップを埋めるためには、ネットワークや
人材育成が必要であることが認識されていた。今後は実際例をとおして、価値観の違いが
あることは当たり前で、それぞれの文化を認めたうえでのネットワークづくりが望まれる。
本事業はそのための一歩であったと考えられる。  
今後は、アンケート結果も共有しながら、情報共有の機会を設定していくことが必要で
あると考える。  
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